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ろう。図3のように、 200 cで lppmのビスフェノールは出芽を促進するが、O.5ppm
ではその効果はほとんどみられない。一方、図4のように 100 cでO.5ppmとlppm
の両方で出芽の促進効果が現れる。われわれは、幹細胞の分裂促進を通して出芽が
促進されるものの、促進のためのピスフェノールAの個体内濃度は200 cでも 1
00 cでも同じであると推測した。もし、この推測が正しいならば、ヒドラのピスフ
ェノー ノレAの取り込みには温度が関与しているはずである。これを証明すべく、ア
イソトープでラベルしたピスフェノールを購入し取り込みの実験を行った結果、 1
00 cで200 Cの場合より多くのピスフェノーノレAの取り込みが観察された(デー
タは示していなし、)。面白いことに、 100 cでえさを与えた場合、出芽以外にも有
性生殖が起こる(ここではオスを用いているので精巣形成)。出芽が促進される
O.5ppmと lppmで精巣形成は、より高濃度のものと比べて強く抑えられていること
が図5、図6からわかる。おそらく、 100 cでは出芽と精巣形成の両方が起こり、
出芽が促進される(体内環境として出芽が優位である)結果、精巣形成が抑制され
るものと推察された。
以上、われわれはヒドラを用いてピスフェノールAの影響を調べた。ピスフェノー
ノレAのほ乳類や魚類に対する影響を調べた研究は多いが、無脊椎動物に対する影響
を調べたものは数が少ない。しかしながら、環境への影響を考える上ではほ乳類や;
魚類に対する影響を調べることも重要であるが、食物連鎖や他の点においても無脊
椎動物と脊椎動物の共存によって自然環境が保たれていることを考えれば、内分泌
かく乱物質の無脊椎動物に対する影響研究がもっと行われる必要があると考えられ
る。ピスフェノーノレAがヒドラ以外の無脊椎動物においても増殖の促進や抑制を起
こすとすれば、これらの動物での基本的なデータの蓄積が望まれる。最後に、本研
究はこの後、遺伝子発現についても実験をおこなう予定であった。 DNAのライブラ
リー作りには手を染めたが、その後の解析には至らなかった。思った以上に予想と
異なる結果がでたので、それらの確認に手聞がかかったというのが実情である。今
後の課題にしたい。
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